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「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

　
今
月
は
昨
年
2
a
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
を
始
め
、

今
年
Ｊ
Ａ
の
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
事
業
に
よ
り
新
た
に
13
a

を
栽
培
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

の
神
田
真
里
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
！

│
│
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　
以
前
か
ら
農
業
に
興
味
が
あ
り
、
農
林
大
学
校
で
の
短
期
研
修

な
ど
を
経
て
平
成
21
年
に
神
田
農
産（
株
）を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

就
農
に
あ
た
っ
て
青
ネ
ギ
農
家
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
青
ネ
ギ
か
ら
つ
く
り
始
め
、
そ
の
後
、
小
松
菜
や

ほ
う
れ
ん
そ
う
、
水
菜
、
い
ち
ご
を
主
に
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。

昨
年
、
単
価
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
や
、
大
き
い
機
械
を
使
う
こ

と
が
少
な
い
と
い
う
作
業
内
容
を
考
慮
し
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
2
a
の
面
積
で
試
験
的
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、Ｊ
Ａ
か
ら
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
の
提
案
が
あ
り
、
新
た
に
13
a
、

合
計
15
a
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
地
の
確
保
な
ど
課
題
の
多
い
状
況
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会
の
協
力
を
得
て
農
地
を
斡
旋
し
て
も
ら
い
、
規

模
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

│
│
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
し
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
栽
培
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
定
植
前
の
土
作

り
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。
圃
場
に
た
く
さ
ん
の
堆
肥
を
入

れ
、土
作
り
を
し
ま
し
た
が
、そ
の
作
業
が
難
し
く
大
変
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
良
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
た
く
さ
ん
採
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
　

│
│
栽
培
す
る
う
え
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
に
限
ら
ず
、
安
全
・
安
心
な
農
産
物
を
皆
さ
ん

に
お
届
け
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
農
薬

使
用
な
ど
の
栽
培
履
歴
を
し
っ
か
り
と
記
録
し
、
適
正
な
使
用
を

徹
底
し
て
い
ま
す
。

│
│
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
に
つ
い
て
新
し
い
試
み
な
ど

は
あ
り
ま
す
か
？

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
産
地
の
拡
大
と
、
担
い
手
の
確
保
を
目
的
と
し

た
Ｊ
Ａ
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
リ
ー
ス
ハ
ウ
ス
団
地
が
整
備
さ
れ
、
最

初
の
入
植
者
の
ひ
と
り
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
リ
ー
ス
ハ

ウ
ス
の
一
部
で
新
し
い
品
種
を
植
え
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

│
│
最
後
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
P
R
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
甘
く
て
や
わ
ら
か

い
、
出
雲
の
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
た
く
さ
ん
食
べ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
特
に
太
い
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
甘
味
が

強
く
、お
す
す
め
で
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
い
え

ば
細
い
も
の
の
印
象
が

強
い
と
思
い
ま
す
が
、

太
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
も

ぜ
ひ
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栄
養

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
穂
先
に
は
、
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
あ
る
ア
ス
パ
ラ

ギ
ン
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
栄
養
素
は
、
体
内
の
新
陳
代
謝
を

促
す
と
と
も
に
、
タ
ン
パ
ク
質
合
成
を
高
め
る
働
き
を
し
、
疲
労
回
復

や
滋
養
強
壮
、
美
肌
に
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　
ま
た
、
穂
先
に
は
ル
チ
ン
と
い
う
成
分
も
含
ま
れ
て
お
り
、
毛
細
血

管
を
丈
夫
に
し
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら

に
、
皮
膚
や
粘
膜
を
健
康
に
保
ち
美
肌
効
果
が
あ
る
β-

カ
ロ
テ
ン
、
赤

血
球
を
作
る
た
め
に
必
要
な
葉
酸
も
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栄
養
素
を
十
分
に
生
か
す
た
め
に
は
、
調
理
の
と

き
に
ゆ
で
過
ぎ
な
い
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
茎
の
部
分
が
堅
い
と
、

つ
い
長
く
ゆ
で
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
ボ
ウ
ル
か
鍋
に

熱
湯
を
入
れ
、
茎
の
部
分
だ
け
先
に
ち
ょ
っ
と
漬
け
て
お
き
ま
す
。
そ

れ
か
ら
さ
っ
と
ゆ
で
直
す
と
、
均
等
に
ゆ
で
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
収
穫
は
、春
芽（
３
〜
４
月
）と
夏
芽（
６
〜
10
月
）

の
年
２
回
の
旬
が
あ
り
ま
す
。
収
穫
は
朝
と
夕
方
の
１
日
２
回
行
い
ま

す
が
、
４
月
に
は
い
っ
た
ん
収
穫
を
や
め
て
、
株
に
養
分
を
蓄
え
さ
せ
、

６
月
か
ら
夏
芽
の
収
穫
に
入
り
ま
す
。
収
穫
は
28
セ
ン
チ
の
棒
で
長
さ

を
測
り
な
が
ら
、
は
さ
み
で
１
本
１
本
丁
寧
に
収
穫
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
25
セ
ン
チ
に
カ
ッ
ト
さ
れ
１
０
０
グ

ラ
ム
ず
つ
袋
詰
め
さ
れ
ま
す
。
一
度
定
植
す
る
と
、
き
ち
ん
と
し
た
管

理
を
行
え
ば
10
年
以
上
収
穫
が
可
能
で
す
。

　
夏
は
１
日
で
10
セ
ン
チ
以
上
も
伸
び
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
っ
た
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
。
栄
養
満
点
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

おいしいレシピのアスパラガス

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

4月は

JAしまね出雲アスパラガス部会
神田 真里さん

生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①アスパラガスは５～６ｃｍの長さになるよう、１本を４等分に
切る。ジャガイモは皮をむき、アスパラガスと同じくらいの
太さ・長さの棒状に２４本切る。

②まな板に豚肉を広げ、塩、コショウ各少々をふり、１枚に
アスパラガスとジャガイモを２切れずつのせ、手前から巻く。
③小麦粉、溶き卵、パン粉の順に衣をつける。
④フライパンに揚げ油を２～３ｃｍの深さに注いで１７０℃に
熱し、③を並べ入れて5分程度揚げ、油を切る。

⑤サラダ菜とともに器に盛り、Ａを混ぜ合わせたソースを
かけて完成！

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］

①アスパラガスは４～５ｃｍの長さに切る。エノキは根元を
落とし、半分の長さに切る。
②フライパンに油大さじ１を熱してアスパラガスをいた
めてから、アスパラガスが隠れるくらいの水、塩少 を々
入れて色よくゆでる。ざるに上げて水けを切る。
③再びフライパンにバター大さじ２を溶かし、エノキを
いため、Ａで調味する。
④③のフライパンに②のアスパラガスを加え、さっと炒め、
器に盛って完成！

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］

アスパラとエノキのバターじょうゆアスパラとジャガイモの巻きカツ

●アスパラガス・・・・・・・3把
●エノキタケ・・・・・・・・・2袋
●酒・・・・・・・・・・・・・大さじ1
●しょうゆ・・・・大さじ1と1/2
●コショウ・・・・・・・・・・・少々

A

A

●サラダ菜・・・・・・・・適量
●中濃ソース・・・・・大さじ2
●水・・・・・・・・・・・小さじ1
●粒マスタード・・・・小さじ2
●塩、コショウ、揚げ油
・・・・・・・・・・・・・・・各適量

●豚モモ薄切り肉・・・・・12枚
●アスパラガス・・・・・・6本
●ジャガイモ・・・・・・大1個
●小麦粉・溶き卵・パン粉
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・各適量

●サラダ油・・・大さじ1
●塩・・・・・・・・・・・・少々
●バター・・・・・大さじ2
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ス
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ま
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おいしいレシピのアスパラガス

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

4月は

JAしまね出雲アスパラガス部会
神田 真里さん

生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

①アスパラガスは５～６ｃｍの長さになるよう、１本を４等分に
切る。ジャガイモは皮をむき、アスパラガスと同じくらいの
太さ・長さの棒状に２４本切る。

②まな板に豚肉を広げ、塩、コショウ各少々をふり、１枚に
アスパラガスとジャガイモを２切れずつのせ、手前から巻く。
③小麦粉、溶き卵、パン粉の順に衣をつける。
④フライパンに揚げ油を２～３ｃｍの深さに注いで１７０℃に
熱し、③を並べ入れて5分程度揚げ、油を切る。

⑤サラダ菜とともに器に盛り、Ａを混ぜ合わせたソースを
かけて完成！

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］

①アスパラガスは４～５ｃｍの長さに切る。エノキは根元を
落とし、半分の長さに切る。
②フライパンに油大さじ１を熱してアスパラガスをいた
めてから、アスパラガスが隠れるくらいの水、塩少 を々
入れて色よくゆでる。ざるに上げて水けを切る。
③再びフライパンにバター大さじ２を溶かし、エノキを
いため、Ａで調味する。
④③のフライパンに②のアスパラガスを加え、さっと炒め、
器に盛って完成！

〈作り方〉

〈材料〉［４人分］

アスパラとエノキのバターじょうゆアスパラとジャガイモの巻きカツ

●アスパラガス・・・・・・・3把
●エノキタケ・・・・・・・・・2袋
●酒・・・・・・・・・・・・・大さじ1
●しょうゆ・・・・大さじ1と1/2
●コショウ・・・・・・・・・・・少々

A

A

●サラダ菜・・・・・・・・適量
●中濃ソース・・・・・大さじ2
●水・・・・・・・・・・・小さじ1
●粒マスタード・・・・小さじ2
●塩、コショウ、揚げ油
・・・・・・・・・・・・・・・各適量

●豚モモ薄切り肉・・・・・12枚
●アスパラガス・・・・・・6本
●ジャガイモ・・・・・・大1個
●小麦粉・溶き卵・パン粉
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・各適量

●サラダ油・・・大さじ1
●塩・・・・・・・・・・・・少々
●バター・・・・・大さじ2
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＆

優良活動グループ表彰式

　ＪＡしまね出雲女性部は３月５日、「第２回ＪＡしまね出雲女性部まつり＆家の光大会」をラピタ本店大ホ
ールで開きました。統一のウィンドブレーカーを着た女性部員約６００人が参加し、優良活動グループの
表彰や舞台発表、作品展示を通して部員相互の交流を深めました。

　優良活動グループ表彰は、ＪＡ女性部組織の活性化・教育文化活動の充実を目指し毎年表彰しており、平成２８年度は
88グループから応募がありました。
　【仲間づくり部門】【食と農をつなぐ活動部門】で入賞したグループには、ＪＡしまね出雲地区本部石川寿樹本部長から、

【環境保全活動部門】のラピタ環境活動支援賞に入賞したグループには、森本充明生活部長から表彰状と賞金を贈呈しま
した。
　また、今年度ＪＡしまね出雲地区本部とＪＡしまね出雲女性部の統一行動として取り組んだ「みどりのカーテン」活動にお
いて、省エネ効果ならびに店舗美粧化に効果があり、収穫物の加工において優秀と認められたブロックを【みどりのカー
テン部門】として表彰しました。
　その他、女性部とＪＡが一体となり「家の光」愛読者拡大運動に積極的に取り組んだ支店・支部を【家の光愛読者拡大運動
優績支店・支部】として表彰したほか、平成２８年度島根県各種功労者表彰を受けたＪＡしまね出雲やすらぎ会を表彰しました。
　表彰グループは次のとおりです。

　作品展示コーナーには、家の光記事活用作品、パッチワーク、編
み物、手芸品など、各地区の女性部グループが日頃の活動で制作
した力作が並び、来場者の目を惹きつけていました。また、各地区
の女性部５グループが大正琴や踊り、ファッションショーなどを披露
したほか、いずもＪＡ女子大学の４期生も参加し、「中島みゆ
き「時代」～第４期いずもＪＡ女子大生version ～」を披露す
るなど、多彩な舞台発表があり女性部まつりを盛り上げま
した。

　笑癒学研究家の小ノ上マン太朗さんを招き、「健康づくり
にお金は不要！健康寿命を延ばす笑い術」と題した講演会を
開催。巧みな話術と体を動かしながらの講演に、会場は盛り
上がりました。小ノ上さんは、笑いの絶えない講演の中で「日
頃の生活の中でも、いろいろな刺激を受け、笑ったり泣いた
りすることが健康づくりには必要です」と女性部員に呼びか
けました。

●教育文化活動優績賞（純増部数５部以上並びに女性部普及率７％以上増）

　西田支店
●教育文化活動奨励賞（純増部数５部以上）

　平田中央支店・桧山店・伊野店・神戸川支店・乙立店

●最優秀賞…高浜支部
　　　　　　「高浜女性部」
●優秀賞……きづき支部
　　　　　　「舞踊グループ出雲阿国」
●優秀賞……塩冶支部
　　　　　　「えんまん座」

●最優秀賞…東部ブロック
　　　　　　「舞グループ」
●優秀賞……きづき支部
　　　　　　「きづきふれあい農園」
●優秀賞……桧山支部
　　　　　　「桧山読み語りの会」

●ラピタ環境活動支援賞
　上津支部「園芸サークル」　東支部「東あみものサークル」
　神西支部「笑にょば会」　　 神門支部「パッチワーク」
　本部「元気塾」

●最優秀賞…南部ブロック
●優秀賞……中部ブロック・西部ブロック
●優良賞……東部ブロック・河南ブロック

グループ作品展＆舞台発表

講 演 会

小ノ上マン太朗さんの講演

第2回

ＪＡしまね出雲女性部まつり
家の光大会

【南部地区　ファッションショー】
「南部コレクションｉｎラピタ“ナンコレ”」

【大社支部　舞踊グループ　出雲阿国】
「出雲阿国ばやし」

【鰐淵支部　大正琴】
「お久しぶりね」

「３６５日の紙飛行機」

【いずもＪＡ女子大学４期生】
「中島みゆき「時代」

～第４期いずもＪＡ女子大生version～」

【神門支部　大正琴】
「しまね恋旅」「春の唄」

【上津支部　民謡踊りサークル】
山形県民謡「花笠音頭」

大分県民謡「けんちゃん踊り」
仲間づくり部門仲間づくり部門 食と農をつなぐ活動部門食と農をつなぐ活動部門

環境保全活動部門環境保全活動部門 みどりのカーテン部門みどりのカーテン部門

ＪＡしまね出雲やすらぎ会
平成２８年度島根県各種功労者表彰平成２８年度島根県各種功労者表彰家の光愛読者拡大運動優績支店・支部家の光愛読者拡大運動優績支店・支部

高野智子部長の挨拶 女性部員約６００人が参加
業績還元でウィンドブレーカーを統一！

IZUMO

IZUMO
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ライフ
アドバイザー

ＬＡ・金融相談員に

ご相談ください！

　ＬＡとは、共済業務を専門に担
当し、ＪＡ共済についての専門知識
をもった職員です。皆様の人生設
計を一緒に考え、安心して暮らせる
未来に向けてサポートさせていた
だきます。

　金融相談員は、貯金や融資につ
いての専門知識をもった職員です。
　貯金・ローン・年金など何でもお
気軽にご相談ください。

私た
ち

ＪＡライフアドバイザーＪＡ金融相談員

　ＪＡしまね出雲地区本部では、48人のＬＡ（ライフアドバイザー）、36人の金融

相談員、３人の複合渉外員、計87名の渉外担当者が、皆様のお役に立てるよう

日々活動しています。３月１日の人事異動で体制を一新し、気持ちを新たに新年度

を迎えました。これからも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願いいたします。

共 済 部

武田 修二

金融相談員

矢頭　翔

複合渉外員

常松 智也

金融相談員

黒田 健作

金融相談員

坂根 靖子

L Ａ

玉木 祥治

L Ａ

小村 圭司

L Ａ

土江　登

L Ａ

出雲支店出雲支店

塩 冶 支 店塩 冶 支 店

四 絡 支 店四 絡 支 店

今 市 支 店今 市 支 店高 浜 支 店高 浜 支 店

出 雲 支 店中 部 ブ ロ ッ ク

※上津支店、荒茅支店、園支店には、ＬＡ、金融相談員の業務を総合的に行う
　複合渉外員が配属されています。

共 済 企 画 推 進 課共 済 企 画 推 進 課

大 津 支 店大 津 支 店

高橋 英克

L Ａ

永井 静香

L Ａ

門脇 温子

金融相談員

大滝 崇史

金融相談員

伊藤 千尋

金融相談員

梶谷 哲平

L Ａ

田部 優作

L Ａ

神田 智史

L Ａ

高橋 卓也

金融相談員

飯塚 幹夫

金融相談員

嘉本 隆司

金融相談員

大野 咲子

L Ａ

加納 康崇

L Ａ

内藤 理恵子

L Ａ

笠谷 洋貴

L Ａ

荒木 睦美

L Ａ

前田　駿

L Ａ

三代 裕美

金融相談員

石田 雄平

金融相談員

高橋 弘樹

金融相談員

上津支店上津支店
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ライフ
アドバイザー
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を迎えました。これからも変わらぬご愛顧のほど、よろしくお願いいたします。

共 済 部

武田 修二
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※上津支店、荒茅支店、園支店には、ＬＡ、金融相談員の業務を総合的に行う
　複合渉外員が配属されています。
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高橋 英克
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金融相談員

伊藤 千尋

金融相談員

梶谷 哲平

L Ａ

田部 優作

L Ａ

神田 智史

L Ａ

高橋 卓也

金融相談員

飯塚 幹夫

金融相談員

嘉本 隆司

金融相談員

大野 咲子

L Ａ

加納 康崇

L Ａ

内藤 理恵子

L Ａ

笠谷 洋貴

L Ａ

荒木 睦美

L Ａ
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上津支店上津支店
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藤井 友陽

金融相談員
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　上津地区で４月２日、上津公園を会場に「第16回上津
公園さくらまつり」が開催されました。
　まつりでは、JＡ女性部上津支部と農基会が餅つきを行
い、約60ｋｇの手作り餅を販売。その他にも、女性部による
漬物や豚汁、フライドチキンの販売や、JＡアスパラガス部
会による農産物の店頭販売などがあったほか、焼肉コー
ナーにも多数の来場者が集まり、会場は賑わいました。
　午後からは「よさこい踊り」や「ひなたみな歌謡ショー」、
大抽選会があり、来場
者の手が届くような近くで
の踊りや歌に、会場は盛
り上がりました。上津コ
ミュニティセンター文化部
長の槙原政治さんは
「地域のつながりがあっ
て、毎年盛大に開催す
ることができています。声
をかければみんなが集ま
るという地域性をこれから
も大切にしていきたいで
す」と話しました。

上津地区さくらまつり開催
多くの来場者で賑わう

新鮮な野菜などがたくさん並べられた引渡しに立会う関係者ら

　ＪＡしまね出雲女性部朝山支部は３月16日、ＪＡ朝山支店倉
庫で、「朝山ふれあい市１周年記念のお祭り」を開きました。
当日はツクシやノビルなどの山菜の天ぷらや、おにぎりなどが来
場者に振舞われ、いつもより多い、80人余りが来場しました。
　「朝山ふれあい市」は、同支部が昨年３月、地元産の安全・
安心な農産物をＰＲするとともに、朝山の魅力を発信し地域活
性化につなげようと企画したものです。部員が新鮮な野菜や
果物のほか、漬物などの加工品などを持ち寄り、月１回開催さ
れています。毎月チラシを作成し、情報いずもでも放送するな
ど、宣伝に力を入れ、１周年となる今回は、部員が地区外にも
声をかけて回りました。
　同支部の吉田春美支部長は「多くのお客さんに来てもらえ
るよう、売上実績やアンケート結果を部員みんなで共有し、勉
強しながら運営しています。
地域活性化のためには続け
ていくことが大事だと思いま
すので、これからも部員一同
協力し、盛り上げていきたい
です」と話しました。

石川本部長（左）から槇野教育長（右）へ贈呈

　ＪＡバンク（ＪＡ、信連、農林中央金庫）では、食農
教育応援事業の一環として農業教材本「農業とわたした
ちのくらし」を全国の小学生（５年生を中心とする高学年）
に毎年贈呈しています。この教材は、私たちのくらしと農
業の関連、安定した食の供給のための流通などを総合的
に学習することで、農業に対する理解を深めるきっかけと
なることを目的としています。
　ＪＡしまね出雲地区本部は３月24日、出雲市教育委員会
を訪問し、石川寿樹出雲地区本部長から槇野信幸教育長
に教材本を贈呈しました。槇野教育長は「地元の農業を
守るためにいろいろな取り組みをしています。この教材も、
子どもたちが食や農の大切さを学べるよう有効に活用して
いきます」と話しまし
た。今年度、出雲地
区本部からは管内の
小学５年生を対象に
約 1700 冊を贈呈しま
した。

　ＪＡしまね出雲地区本部では、３月24日、小規模葬祭会

館「メモリアやすらぎ」が完成し、同地区本部の岡田副本

部長ら関係者の立会いのもと、引渡しを受けました。

　家族や親しい方のみでの葬儀が行いたいというニーズに

応え、ラピタ本店西側（出雲市渡橋町）にあった、旧「ふ

れあいの家出雲」を改修。式場は最大で60椅子席、その

ほか約25席の会食室、和室８帖、６帖の遺族控室、遺体

安置室などを備えています。

　ＪＡしまね出雲地区本部の葬祭会館としては、メモリア出

雲、平田、弥山、河南に加え、５施設目となります。

小規模葬祭会館
「メモリアやすらぎ」完成

「朝山ふれあい市」１周年
宣伝に力を入れ活性化を図る

テープカットとくす玉を割り
オープンを祝う関係者

ＪＡバンク食農教育応援事業
農業教材本を贈呈

　ＪＡしまね出雲地区本部生産資材課は、３月11日と12日、
出雲市江田町の生産資材課江田倉庫で「ミニアグリミーティ
ング」を開きました。出雲地区本部では、昨年が初めての
開催でしたが、第２回となる今回は、前回より約50人多い、
350人余りが来場するなど多くの人で賑わいました。
　会場には種苗、肥料などの農業用品を取り扱うメーカー、
全20ブースが出展。取り扱う商品の展示や農業技術の紹
介などを行いました。また、いのしし汁やしじみ汁の無料
配布も行われ、来場者は体を温めながら情報交換をしてい
ました。セミナーは２日間で 14 講座を実施。「農家名人に
なる！サトちゃんの話し」と題した、佐藤総合農園の佐藤次
幸さんの講座では、農機具を扱う際の豆知識などを交えな
がら、会場一杯の受講者
に農業の魅力を伝えまし
た。そのほかにも多種多様
なセミナーが開催され、受
講者はそれぞれ目的とする
講座に熱心に聞き入ってい
ました。

今年もミニアグリミーティングを開催
14講座のセミナーを実施

　同地区本部の岡
田達文副本部長
は、開 店セレモ
ニーで「組合員・
地域の皆様に支え
られて今日のラピ
タがあります。地
域になくてはなら
ない拠点として、今後も「安全・安心・新鮮」を掲げ、
努力していきますので、末永くよろしくお願いします」と
挨拶しました。

オープンセール期間中は
さまざまなイベントが催された

２周年記念の
島根フェアも開催

農家名人の講座には
会場一杯の受講者が訪れた

　ＪＡしまね出雲地区本部は３月７日、ラピタ本店をリフ
レッシュオープンしました。
　当日は竣工式を行った後、開店セレモニーを開催。開
店を待つ大勢の来店者の皆様を前に、関係者がテープカッ
トとくす玉割りをしてリフレッシュオープンを祝いました。
開店後は、オープンセールや各種イベントを開催し、店内
は多くの人で賑わいました。また、ＪＡしまね２周年記念の
島根フェアも併せて開催し、各地区自慢の逸品が並んだ
ほか、生産者による試食販売等を実施し、各地区本部の
特色をアピールしました。
　ラピタ本店は、今回の改装で外壁を塗り替えイメージを
一新するとともに、１階売り場のレイアウトを変更。買い
物をしやすいよう、通路を広くとり、効率的に用事が済ま
せられるよう、案内所をギフトコーナーと同じ場所に移設
しました。また、地元生産者の農産物を取り扱うファーマー
ズコーナーを拡大、設備を充実させるなど、地元産品を
中心に品揃えをより充実させ、組合員・地域の皆様の快
適な暮らしづくりに寄与する店舗作りを目指します。

ラピタ本店
リフレッシュオープン！

吉田副本部長（右）から矢野校長（左）へ贈呈

　ＪＡ共済では交通事故防止を願い、島根県内の新中学
１年生を対象に夜光反射材を毎年贈呈しています。ＪＡしま
ね出雲地区本部は今年度、管内の各中学校に合計で反射
タスキ725 個と反射テープ1750 個を贈呈しました。
　３月21日には出雲市立第三中学校を訪問し、吉田博幸副
本部長が「生徒の皆さんの交通安全のために是非活用くだ
さい」と矢野英明校長に趣意書と目録を手渡しました。矢
野校長は「学校の周りは交通量が多く、夜行反射材は生
徒にとって重要なアイテムです。安全に登下校できるよう有
効に活用させていただきます」と感謝の意を表しました。
　この他にもＪＡ共済では、出雲市へのカーブミラー贈呈や
ＪＡ共済交通安全アンパンマンキャラバンなどを通じて、交
通事故未然防止活動や
交通安全に対する意識
を高める活動などに取り
組んでいます。

交通安全の願いを込めて
夜光反射材を贈呈

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO
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新鮮な野菜などがたくさん並べられた引渡しに立会う関係者ら

　ＪＡしまね出雲女性部朝山支部は３月16日、ＪＡ朝山支店倉
庫で、「朝山ふれあい市１周年記念のお祭り」を開きました。
当日はツクシやノビルなどの山菜の天ぷらや、おにぎりなどが来
場者に振舞われ、いつもより多い、80人余りが来場しました。
　「朝山ふれあい市」は、同支部が昨年３月、地元産の安全・
安心な農産物をＰＲするとともに、朝山の魅力を発信し地域活
性化につなげようと企画したものです。部員が新鮮な野菜や
果物のほか、漬物などの加工品などを持ち寄り、月１回開催さ
れています。毎月チラシを作成し、情報いずもでも放送するな
ど、宣伝に力を入れ、１周年となる今回は、部員が地区外にも
声をかけて回りました。
　同支部の吉田春美支部長は「多くのお客さんに来てもらえ
るよう、売上実績やアンケート結果を部員みんなで共有し、勉
強しながら運営しています。
地域活性化のためには続け
ていくことが大事だと思いま
すので、これからも部員一同
協力し、盛り上げていきたい
です」と話しました。

石川本部長（左）から槇野教育長（右）へ贈呈

　ＪＡバンク（ＪＡ、信連、農林中央金庫）では、食農
教育応援事業の一環として農業教材本「農業とわたした
ちのくらし」を全国の小学生（５年生を中心とする高学年）
に毎年贈呈しています。この教材は、私たちのくらしと農
業の関連、安定した食の供給のための流通などを総合的
に学習することで、農業に対する理解を深めるきっかけと
なることを目的としています。
　ＪＡしまね出雲地区本部は３月24日、出雲市教育委員会
を訪問し、石川寿樹出雲地区本部長から槇野信幸教育長
に教材本を贈呈しました。槇野教育長は「地元の農業を
守るためにいろいろな取り組みをしています。この教材も、
子どもたちが食や農の大切さを学べるよう有効に活用して
いきます」と話しまし
た。今年度、出雲地
区本部からは管内の
小学５年生を対象に
約 1700 冊を贈呈しま
した。

　ＪＡしまね出雲地区本部では、３月24日、小規模葬祭会

館「メモリアやすらぎ」が完成し、同地区本部の岡田副本

部長ら関係者の立会いのもと、引渡しを受けました。

　家族や親しい方のみでの葬儀が行いたいというニーズに

応え、ラピタ本店西側（出雲市渡橋町）にあった、旧「ふ

れあいの家出雲」を改修。式場は最大で60椅子席、その

ほか約25席の会食室、和室８帖、６帖の遺族控室、遺体

安置室などを備えています。

　ＪＡしまね出雲地区本部の葬祭会館としては、メモリア出

雲、平田、弥山、河南に加え、５施設目となります。

小規模葬祭会館
「メモリアやすらぎ」完成

「朝山ふれあい市」１周年
宣伝に力を入れ活性化を図る

テープカットとくす玉を割り
オープンを祝う関係者

ＪＡバンク食農教育応援事業
農業教材本を贈呈

　ＪＡしまね出雲地区本部生産資材課は、３月11日と12日、
出雲市江田町の生産資材課江田倉庫で「ミニアグリミーティ
ング」を開きました。出雲地区本部では、昨年が初めての
開催でしたが、第２回となる今回は、前回より約50人多い、
350人余りが来場するなど多くの人で賑わいました。
　会場には種苗、肥料などの農業用品を取り扱うメーカー、
全20ブースが出展。取り扱う商品の展示や農業技術の紹
介などを行いました。また、いのしし汁やしじみ汁の無料
配布も行われ、来場者は体を温めながら情報交換をしてい
ました。セミナーは２日間で 14 講座を実施。「農家名人に
なる！サトちゃんの話し」と題した、佐藤総合農園の佐藤次
幸さんの講座では、農機具を扱う際の豆知識などを交えな
がら、会場一杯の受講者
に農業の魅力を伝えまし
た。そのほかにも多種多様
なセミナーが開催され、受
講者はそれぞれ目的とする
講座に熱心に聞き入ってい
ました。

今年もミニアグリミーティングを開催
14講座のセミナーを実施

　同地区本部の岡
田達文副本部長
は、開 店セレモ
ニーで「組合員・
地域の皆様に支え
られて今日のラピ
タがあります。地
域になくてはなら
ない拠点として、今後も「安全・安心・新鮮」を掲げ、
努力していきますので、末永くよろしくお願いします」と
挨拶しました。

オープンセール期間中は
さまざまなイベントが催された

２周年記念の
島根フェアも開催

農家名人の講座には
会場一杯の受講者が訪れた

　ＪＡしまね出雲地区本部は３月７日、ラピタ本店をリフ
レッシュオープンしました。
　当日は竣工式を行った後、開店セレモニーを開催。開
店を待つ大勢の来店者の皆様を前に、関係者がテープカッ
トとくす玉割りをしてリフレッシュオープンを祝いました。
開店後は、オープンセールや各種イベントを開催し、店内
は多くの人で賑わいました。また、ＪＡしまね２周年記念の
島根フェアも併せて開催し、各地区自慢の逸品が並んだ
ほか、生産者による試食販売等を実施し、各地区本部の
特色をアピールしました。
　ラピタ本店は、今回の改装で外壁を塗り替えイメージを
一新するとともに、１階売り場のレイアウトを変更。買い
物をしやすいよう、通路を広くとり、効率的に用事が済ま
せられるよう、案内所をギフトコーナーと同じ場所に移設
しました。また、地元生産者の農産物を取り扱うファーマー
ズコーナーを拡大、設備を充実させるなど、地元産品を
中心に品揃えをより充実させ、組合員・地域の皆様の快
適な暮らしづくりに寄与する店舗作りを目指します。

ラピタ本店
リフレッシュオープン！

吉田副本部長（右）から矢野校長（左）へ贈呈

　ＪＡ共済では交通事故防止を願い、島根県内の新中学
１年生を対象に夜光反射材を毎年贈呈しています。ＪＡしま
ね出雲地区本部は今年度、管内の各中学校に合計で反射
タスキ725 個と反射テープ1750 個を贈呈しました。
　３月21日には出雲市立第三中学校を訪問し、吉田博幸副
本部長が「生徒の皆さんの交通安全のために是非活用くだ
さい」と矢野英明校長に趣意書と目録を手渡しました。矢
野校長は「学校の周りは交通量が多く、夜行反射材は生
徒にとって重要なアイテムです。安全に登下校できるよう有
効に活用させていただきます」と感謝の意を表しました。
　この他にもＪＡ共済では、出雲市へのカーブミラー贈呈や
ＪＡ共済交通安全アンパンマンキャラバンなどを通じて、交
通事故未然防止活動や
交通安全に対する意識
を高める活動などに取り
組んでいます。

交通安全の願いを込めて
夜光反射材を贈呈

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもいずも

農基会と女性部による餅つき

アスパラガス部会による農産物販売
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　会社などで働く従業員は、労働安全衛生法第６６条第５項により、事業主が行う健康診断を受けなければなりません。
　健診を受ける最大の目的は、「病気の予防」です。健診を受けたら、結果を確認することが大切です。健診結果が、基
準値内であっても検査結果が昨年と比べて変化していたり、「体調が去年とは違う」と感じることがあれば、生活習慣に
問題がないか確認しましょう。
　健診結果の見方が分からない時には、かかりつけ医で教えてもらいましょう。

　事業主は、従業員に対し労働安全衛生法の第６６条により、「医師による健康診断を行わなければならない」と明記さ
れています。また、健診を受けた後の措置についても、同法により明記されています。
　健診は労務管理の一つですが、健診は受けさせるだけでなく、その後のフォローが必要です。

健康ライフかわら版

出雲保健所　健康増進課　TEL 21－8785

「健康診断を受けたあと、あなたはどうしてますか？」

お問い合わせ先

従 業 員 の 役 割

★健康診断実施後の措置及び医師からの意見聴取
事業主は、従業員の健康診断の結果に異常の所見があった場合、医師の意見を聴き（労働安全衛生法第６６条の
４）、必要な場合従業員の実情を考慮し　①就業場所の変更　②作業の転換　③労働時間の短縮　④深夜業の
回数の減少等の措置を行わなければなりません（労働安全衛生法第６６条の５）。

事 業 主 の 役 割

〜みずき〜

いずもJA
シニア女子大学

3月
講座
「防災を学ぶ」

　JAしまね出雲女性部は3月22日、いずもJAシニア女子大学の3月講座
を開きました。出雲市消防本部から講師を招き、「防災についての講話」「救
急法」「消火器の取り扱い」の3部に分けて講義を受け、防災についての意

識を高めました。
　はじめに藤江修消防長から防災についての講話があり、近隣の火災等の発生状況
などを紹介。防火のポイントなどを解説いただきました。また、「地震のときは机の下
へ」「まずは火を消す」といった行動は大事だが、自分の身を守るためには状況に応じ
た行動が必要であり、そのためにも日頃から災害時にどのように行動すべきかを考え
ることが大切だと説明を受けました。
　救急法の講座では、訓練用の人形を使い、救命救急の基本を学びました。発見し
てから助けを呼び、人工呼吸、胸骨圧迫を行うまでの一連の流れを、講師の丁寧な
指導のもと、一人ひとり実践しました。
　消火器の取り扱いの講座では、消火器の場所を日頃から把握しておくなどの基本的
なことについて説明を受けた後、訓練用の消火器を使用し、消火手順を学びました。
　参加した女子大生は「災害はあってはならないことですが、万一のときは今日の講
座が役立てられるよう、自分のものにしていきたいと思います」と話しました。

健康診断の実施
一般健康診断等
（法第66条第1項～第4項）

自発的健康診断
（法第66条の2）

法第66条第5項ただし書きの
規定による健康診断

医師等による診断区分の決定

診断区分（一例）

異常なし 要観察 要医療

健康診断結果の通知（法第66条の6）
　労働者自らが自主的に健康管理に取り組
めるよう、労働者に健康診断結果を通知し
なければならない。

一定の健診項目に異常の
所見があると診断された
労働者が受診

異常の所見があると
診断された場合

健康診断の結果についての医師等
からの意見聴取 （法第66条の4）

就業区分
区分 内容

就業
制限

勤 務 に 制 限 を
加える必要のあ
るもの

通常の勤務でよ
いもの

就業上の措置の内容

―

勤務による負荷を軽減するため、労働時間の短縮、
出張の制限、時間外労働の制限、労働負荷の制限、
作業の転換、就業場所の変更、深夜業の回数の減少、
昼間勤務への転換等の措置を講じる。

要休業 勤 務を 休 む 必
要のあるもの

療養のため、休暇、休職等により一定期間勤務させ
ない措置を講じる。

保健指導（法第66条の7）
　一般健康診断等の結果、特に健康
の保持に努める必要があると認める
労働者に対して医師又は保健師によ
る保健指導を行うよう努める。

二 次健 康 診断

健康診断実施後の措置（法第66条の5）
●医師等からの意見を勘案し、その必要があると認めるときは、当該労働

者の実情を考慮して、就業場所の変更、作業の転換、労働時間の短縮、
深夜業の回数の減少等の措置を講ずる。

●作業環境測定の実施、施設又は設備の設置又は整備
●医師等の意見の衛生委員会への報告　等

通常
勤務

▲訓練用の水消火器で的に目掛け放水

▲指導を受けながら救急法の訓練を行う
　女子大生

▲防災について
講話する藤江修消防長

平成29年度

ＪＡしまね出雲地区本部 新入職員紹介ＪＡしまね出雲地区本部 新入職員紹介
桜咲く季節となり、ＪＡしまね出雲地区本部にも新たに８名の職員が入組いたしました。
管内の各部署へ配属になりますので、皆様のご指導とご支援をよろしくお願いいたします。

周藤 康介
す   とう　こう すけ

齋藤 淳子
さい とう　じゅん こ

倉橋 弘基
くら はし　ひろ  き

田辺 美穂子
た  なべ　み   ほ    こ

澄田　亨
すみ  た　   とおる

天野 芙紀子
あま  の　  ふ   き    こ

森山 千恵
もり やま　 ち    え

片寄 大介
かた よせ　だいすけ

わい わい UZI UMMOOZI
wai-wai IZUMOわい わい UZI UMMOOZI

wai-wai IZUMO
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　会社などで働く従業員は、労働安全衛生法第６６条第５項により、事業主が行う健康診断を受けなければなりません。
　健診を受ける最大の目的は、「病気の予防」です。健診を受けたら、結果を確認することが大切です。健診結果が、基
準値内であっても検査結果が昨年と比べて変化していたり、「体調が去年とは違う」と感じることがあれば、生活習慣に
問題がないか確認しましょう。
　健診結果の見方が分からない時には、かかりつけ医で教えてもらいましょう。

　事業主は、従業員に対し労働安全衛生法の第６６条により、「医師による健康診断を行わなければならない」と明記さ
れています。また、健診を受けた後の措置についても、同法により明記されています。
　健診は労務管理の一つですが、健診は受けさせるだけでなく、その後のフォローが必要です。

健康ライフかわら版

出雲保健所　健康増進課　TEL 21－8785

「健康診断を受けたあと、あなたはどうしてますか？」

お問い合わせ先

従 業 員 の 役 割

★健康診断実施後の措置及び医師からの意見聴取
事業主は、従業員の健康診断の結果に異常の所見があった場合、医師の意見を聴き（労働安全衛生法第６６条の
４）、必要な場合従業員の実情を考慮し　①就業場所の変更　②作業の転換　③労働時間の短縮　④深夜業の
回数の減少等の措置を行わなければなりません（労働安全衛生法第６６条の５）。

事 業 主 の 役 割

〜みずき〜

いずもJA
シニア女子大学

3月
講座
「防災を学ぶ」

　JAしまね出雲女性部は3月22日、いずもJAシニア女子大学の3月講座
を開きました。出雲市消防本部から講師を招き、「防災についての講話」「救
急法」「消火器の取り扱い」の3部に分けて講義を受け、防災についての意

識を高めました。
　はじめに藤江修消防長から防災についての講話があり、近隣の火災等の発生状況
などを紹介。防火のポイントなどを解説いただきました。また、「地震のときは机の下
へ」「まずは火を消す」といった行動は大事だが、自分の身を守るためには状況に応じ
た行動が必要であり、そのためにも日頃から災害時にどのように行動すべきかを考え
ることが大切だと説明を受けました。
　救急法の講座では、訓練用の人形を使い、救命救急の基本を学びました。発見し
てから助けを呼び、人工呼吸、胸骨圧迫を行うまでの一連の流れを、講師の丁寧な
指導のもと、一人ひとり実践しました。
　消火器の取り扱いの講座では、消火器の場所を日頃から把握しておくなどの基本的
なことについて説明を受けた後、訓練用の消火器を使用し、消火手順を学びました。
　参加した女子大生は「災害はあってはならないことですが、万一のときは今日の講
座が役立てられるよう、自分のものにしていきたいと思います」と話しました。

健康診断の実施
一般健康診断等
（法第66条第1項～第4項）

自発的健康診断
（法第66条の2）

法第66条第5項ただし書きの
規定による健康診断

医師等による診断区分の決定

診断区分（一例）

異常なし 要観察 要医療

健康診断結果の通知（法第66条の6）
　労働者自らが自主的に健康管理に取り組
めるよう、労働者に健康診断結果を通知し
なければならない。

一定の健診項目に異常の
所見があると診断された
労働者が受診

異常の所見があると
診断された場合

健康診断の結果についての医師等
からの意見聴取 （法第66条の4）

就業区分
区分 内容

就業
制限

勤 務 に 制 限 を
加える必要のあ
るもの

通常の勤務でよ
いもの

就業上の措置の内容

―

勤務による負荷を軽減するため、労働時間の短縮、
出張の制限、時間外労働の制限、労働負荷の制限、
作業の転換、就業場所の変更、深夜業の回数の減少、
昼間勤務への転換等の措置を講じる。

要休業 勤 務を 休 む 必
要のあるもの

療養のため、休暇、休職等により一定期間勤務させ
ない措置を講じる。

保健指導（法第66条の7）
　一般健康診断等の結果、特に健康
の保持に努める必要があると認める
労働者に対して医師又は保健師によ
る保健指導を行うよう努める。

二 次健 康 診断

健康診断実施後の措置（法第66条の5）
●医師等からの意見を勘案し、その必要があると認めるときは、当該労働

者の実情を考慮して、就業場所の変更、作業の転換、労働時間の短縮、
深夜業の回数の減少等の措置を講ずる。

●作業環境測定の実施、施設又は設備の設置又は整備
●医師等の意見の衛生委員会への報告　等

通常
勤務

▲訓練用の水消火器で的に目掛け放水

▲指導を受けながら救急法の訓練を行う
　女子大生

▲防災について
講話する藤江修消防長

平成29年度

ＪＡしまね出雲地区本部 新入職員紹介ＪＡしまね出雲地区本部 新入職員紹介
桜咲く季節となり、ＪＡしまね出雲地区本部にも新たに８名の職員が入組いたしました。
管内の各部署へ配属になりますので、皆様のご指導とご支援をよろしくお願いいたします。

周藤 康介
す   とう　こう すけ

齋藤 淳子
さい とう　じゅん こ

倉橋 弘基
くら はし　ひろ  き

田辺 美穂子
た  なべ　み   ほ    こ

澄田　亨
すみ  た　   とおる

天野 芙紀子
あま  の　  ふ   き    こ

森山 千恵
もり やま　 ち    え

片寄 大介
かた よせ　だいすけ

わい わい UZI UMMOOZI
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出雲市常松町

落合　清さん （82歳）
ミサ子さん （82歳）

おちあ い 　   きよし

み さ こ

　常松町で農業を営む落合さんご夫婦。65aで水稲栽培を行うほ
か、畑でさといもや枝豆、とうがらしなど、季節によっていろいろな
ものを栽培しています。
　水稲栽培は主に清さんが担当しています。適正な水温を維持でき
るよう工夫するなど、よいものを作るにはどうしたらよいか、常に研
究しています。また、農業機械が好きで、田植え機を初めて購入し
たのは、一般に普及するずっと前のことだそうです。今でも、効率よ
く作業ができるよう、新しい機械を積極的に農業に取り入れていると
いう清さん。「機械を上手に使うことで、体が無理をせずにすんでい
ます。健康の秘訣ですね」と話します。
　畑を主に担当するのはミサ子さん。高浜支店で月１回行われてい
る「旬の市」には、始まって以来、いろいろなものを出してきまし
た。「皆さんに喜ばれるものを」と旬の野菜をつくるようにしているミ
サ子さん。いろいろなものを計画的に栽培できるよう、早めの準備
を心掛けています。また、地域の集まりや、ボランティアなどにも積
極的に参加しています。他の参加者の皆さんと、話をして笑うことが
健康の秘訣です。
　旅行が趣味で、農業が落ち着いた時期を利用し、北海道から沖縄
まで、いろいろなところを旅してきたというお二人。昨年の秋には結
婚６０年を迎えました。「お互い健康に気をつけ、これからも二人で旅
行に出掛けたいです」と話す、仲の良いご夫婦です。

出
雲
市
多
伎
町

神
田

　奈
美
さ
ん（
41
歳
）

か
ん
だ

　 

な 

み

実家が営む温泉旅館で若
女将として働く神田奈美さん。

平成15年に帰郷して以来、跡取りとして経営に関わって
います。掃除から配膳、食器洗いなど、業務全般を行いま
すが、一番大事な仕事は、若女将としてお客様をおもて
なしすることです。
　親しみやすく、くつろげる宿づくりを心掛けているとい
う奈美さん。都会から来た方に、「田舎のおばあちゃんの
家のようでほっとする」と言ってもらったときは、とても嬉
しかったと話します。何度も来てくださるお客様も多く、
お話しする中で、お互いの歩みを感じ合えるのが楽しみ
になっています。また、宿はインターネットで探すのが主
流となっている現代、宿の魅力が伝わるよう、また、誤解
のないよう、工夫して情報発信をしています。
　奈美さんの趣味は、読書とクラシック音楽を聴くこと。
娘さんとピアノを弾いて楽しむこともあります。休みの
日は家でゆっくり過ごし、リフレッシュしています。
　今後の目標を尋ねると「宿を気に入ってくださったお
客様に、ずっと好きでいてもらえるよう努力したいです。
そのためには、次の時代を担う私たちが、今のものを受
け継ぎつつも、新しいものを追求していかなければなら
ないと考えています」と、意気込みを話す奈美さんです。

　ＪＡしまね出雲地区本部は３
月５日、いずもＪＡ女子大学３月

講座を「祭りだワッショイ！女性部まつり参加」と題し
て開きました。２月講座に引き続き、プロミュージシャ
ンの白築純さんを講師に招き、第２回JAしまね出雲
女性部まつり＆家の光大会において、「中島みゆき「時
代」～第４期いずもJA女子大生version ～」を発表
しました。
　当日は朝からリハーサルを行い、本番での立ち位置
や動きなどを確認。本番直前には初めてのステージ発
表に向け、皆で円陣を組み気合を入れました。女子大
学生たちは、１月講座で学んだ表現力、２月講座のヴォ

イストレーニングの成果を発揮するために、顔の表情
や姿勢、動作などに気をつけながら、今までの人生を
振り返った台詞や、ソロパートのある歌をみんなで息
を合わせて発表。ステージの最後には、これからも歩
んでいく自分の人生を輝いたものにしていくよう誓い
ました。
　女子大学生は「初めて参加した女性部まつりでした
が、みんなと協力し
て良いステージにす
ることができました。
とても楽しかったで
す」と話しました。

いずもJA

女子大通信

3月講座

「女性部まつり＆家の光大会」への舞台参加～自己表現～

　中学２年生の康太くんは、走るのが大好き。陸上部で長距
離走をしていて、昨年も大会で予選を勝ち抜くなど、活躍しま
した。目標に向け地道にコツコツ頑張る努力家で、今年もよい
成績が残せるよう頑張っています。家では弟や妹の面倒を見
たり、何かあればお父さん、お母さんの助けにもなってくれる、
頼りになる康太くんです。
　次男の光翔くんは小学５年生。スポーツが好きで、バスケッ
トボールに打ち込んでいます。お兄ちゃんも小学生のときは一
緒にバスケットボールをしていて、今でも教えてもらったり、きょ
うだい３人で遊ぶこともあります。勝負となれば妥協しない厳し
い一面もありますが、みんなで集まるような機会があれば、常
に小さい子を気に掛けている優しい光翔くんです。
　末っ子の遙夏ちゃんは小学２年生。いつもにこにこ元気な女
の子です。絵を描いたり、本を読んだりするのが好きで、習い
事のスイミングや習字も楽しく続けています。最近は、お兄ちゃ
んたちの影響でバスケットボールをやりたいと思っている遙夏
ちゃん。楽しみがいっぱいです。

おとうさん、おかあさんからの一言
　スポーツに勉強に、目標に向かってこれからも頑
張ってね。きょうだい仲良く、元気に育ってくれること
を願っています。
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アイドルをご紹介！
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福島 康太くん（１３歳・左）

出雲市高岡町

ふくしま　  こうた

光翔くん（１0歳・中）・遙夏ちゃん（7歳・右）
はるかひろと
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出雲市常松町

落合　清さん （82歳）
ミサ子さん （82歳）

おちあ い 　   きよし

み さ こ

　常松町で農業を営む落合さんご夫婦。65aで水稲栽培を行うほ
か、畑でさといもや枝豆、とうがらしなど、季節によっていろいろな
ものを栽培しています。
　水稲栽培は主に清さんが担当しています。適正な水温を維持でき
るよう工夫するなど、よいものを作るにはどうしたらよいか、常に研
究しています。また、農業機械が好きで、田植え機を初めて購入し
たのは、一般に普及するずっと前のことだそうです。今でも、効率よ
く作業ができるよう、新しい機械を積極的に農業に取り入れていると
いう清さん。「機械を上手に使うことで、体が無理をせずにすんでい
ます。健康の秘訣ですね」と話します。
　畑を主に担当するのはミサ子さん。高浜支店で月１回行われてい
る「旬の市」には、始まって以来、いろいろなものを出してきまし
た。「皆さんに喜ばれるものを」と旬の野菜をつくるようにしているミ
サ子さん。いろいろなものを計画的に栽培できるよう、早めの準備
を心掛けています。また、地域の集まりや、ボランティアなどにも積
極的に参加しています。他の参加者の皆さんと、話をして笑うことが
健康の秘訣です。
　旅行が趣味で、農業が落ち着いた時期を利用し、北海道から沖縄
まで、いろいろなところを旅してきたというお二人。昨年の秋には結
婚６０年を迎えました。「お互い健康に気をつけ、これからも二人で旅
行に出掛けたいです」と話す、仲の良いご夫婦です。
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だ
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実家が営む温泉旅館で若
女将として働く神田奈美さん。

平成15年に帰郷して以来、跡取りとして経営に関わって
います。掃除から配膳、食器洗いなど、業務全般を行いま
すが、一番大事な仕事は、若女将としてお客様をおもて
なしすることです。
　親しみやすく、くつろげる宿づくりを心掛けているとい
う奈美さん。都会から来た方に、「田舎のおばあちゃんの
家のようでほっとする」と言ってもらったときは、とても嬉
しかったと話します。何度も来てくださるお客様も多く、
お話しする中で、お互いの歩みを感じ合えるのが楽しみ
になっています。また、宿はインターネットで探すのが主
流となっている現代、宿の魅力が伝わるよう、また、誤解
のないよう、工夫して情報発信をしています。
　奈美さんの趣味は、読書とクラシック音楽を聴くこと。
娘さんとピアノを弾いて楽しむこともあります。休みの
日は家でゆっくり過ごし、リフレッシュしています。
　今後の目標を尋ねると「宿を気に入ってくださったお
客様に、ずっと好きでいてもらえるよう努力したいです。
そのためには、次の時代を担う私たちが、今のものを受
け継ぎつつも、新しいものを追求していかなければなら
ないと考えています」と、意気込みを話す奈美さんです。

　ＪＡしまね出雲地区本部は３
月５日、いずもＪＡ女子大学３月

講座を「祭りだワッショイ！女性部まつり参加」と題し
て開きました。２月講座に引き続き、プロミュージシャ
ンの白築純さんを講師に招き、第２回JAしまね出雲
女性部まつり＆家の光大会において、「中島みゆき「時
代」～第４期いずもJA女子大生version ～」を発表
しました。
　当日は朝からリハーサルを行い、本番での立ち位置
や動きなどを確認。本番直前には初めてのステージ発
表に向け、皆で円陣を組み気合を入れました。女子大
学生たちは、１月講座で学んだ表現力、２月講座のヴォ

イストレーニングの成果を発揮するために、顔の表情
や姿勢、動作などに気をつけながら、今までの人生を
振り返った台詞や、ソロパートのある歌をみんなで息
を合わせて発表。ステージの最後には、これからも歩
んでいく自分の人生を輝いたものにしていくよう誓い
ました。
　女子大学生は「初めて参加した女性部まつりでした
が、みんなと協力し
て良いステージにす
ることができました。
とても楽しかったで
す」と話しました。

いずもJA

女子大通信

3月講座

「女性部まつり＆家の光大会」への舞台参加～自己表現～

　中学２年生の康太くんは、走るのが大好き。陸上部で長距
離走をしていて、昨年も大会で予選を勝ち抜くなど、活躍しま
した。目標に向け地道にコツコツ頑張る努力家で、今年もよい
成績が残せるよう頑張っています。家では弟や妹の面倒を見
たり、何かあればお父さん、お母さんの助けにもなってくれる、
頼りになる康太くんです。
　次男の光翔くんは小学５年生。スポーツが好きで、バスケッ
トボールに打ち込んでいます。お兄ちゃんも小学生のときは一
緒にバスケットボールをしていて、今でも教えてもらったり、きょ
うだい３人で遊ぶこともあります。勝負となれば妥協しない厳し
い一面もありますが、みんなで集まるような機会があれば、常
に小さい子を気に掛けている優しい光翔くんです。
　末っ子の遙夏ちゃんは小学２年生。いつもにこにこ元気な女
の子です。絵を描いたり、本を読んだりするのが好きで、習い
事のスイミングや習字も楽しく続けています。最近は、お兄ちゃ
んたちの影響でバスケットボールをやりたいと思っている遙夏
ちゃん。楽しみがいっぱいです。

おとうさん、おかあさんからの一言
　スポーツに勉強に、目標に向かってこれからも頑
張ってね。きょうだい仲良く、元気に育ってくれること
を願っています。

 

わが家自慢の
アイドルをご紹介！

国
富
支
部「
国
富
ス
ト
レ
ッ
チ
」
代
表

永
瀬

　け
い
子 

さ
ん

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
国
富
支
部
の

「
国
富
ス
ト
レ
ッ
チ
」
は
、
現
在
10
人
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
内
容
は
、

健
康
の
た
め
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
こ
と
。

月
に
2
回
、Ｊ
Ａ
国
富
支
店
に
集
ま
り
、
講
師

の
山
根
先
生
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
い
ま
す
。

音
楽
に
あ
わ
せ
、
時
に
は
踊
り
な
ど
も
ま
じ

え
な
が
ら
、楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
維
持
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
と
「
国
富
ス
ト
レ
ッ
チ
」
が
結
成
さ
れ
た

の
は
平
成
23
年
。
今
年
で
6
年
目
に
な
り
ま

す
。
農
業
な
ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
の
多
い

各
メ
ン
バ
ー
で
す
が
、
農
作
業
な
ど
は
同
じ

体
勢
で
す
る
こ
と
も
多
く
、
普
段
使
わ
な
い

筋
肉
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ

は
健
康
維
持
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
な
の
が
ス
ト

レ
ッ
チ
。
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
活
動
す
る
こ
と

で
、
楽
し
く
続
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
家
庭
の
こ
と
な
ど
が

あ
り
、
時
間
を
つ
く
る

の
は
大
変
で
す
が
、
集

ま
っ
て
話
を
し
た
り
、

大
人
数
で
体
を
動
か
す

こ
と
が
楽
し
く
、
メ
ン

バ
ー
皆
が
活
動
日
を
心

待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
メ
ン
バ
ー
同

士
の
交
流
を
楽
し
み

な
が
ら
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
　
グ
ル
ー
プ
紹
介

　
私
た
ち
は
、
健
康
維
持
を
目
的
と

し
、
毎
回
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
や
、
家
庭
の
た
め
に
も
健
康
は
大

切
で
す
。
活
動
の
輪
も
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
地
域
の
活
性
化
に
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人
が
元
気

な
事
が
一
番
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
国
富
ス
ト
レ
ッ
チ
」

の
メ
ン
バ
ー
は
、
農
作
業
や
家
庭
の
こ
と
も
や
り
な
が
ら

活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
に
す
ご
い
こ

と
で
、
国
富
地
区
の
女
性
の
方
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
明
る
く
、
楽
し
く
元
気
に

活
動
を
続
け
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

永
瀬
代
表
よ
り
一
言

国
富
支
店

　佐
野
支
店
長

　
　
　
　
　
　か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 
福島 康太くん（１３歳・左）

出雲市高岡町

ふくしま　  こうた

光翔くん（１0歳・中）・遙夏ちゃん（7歳・右）
はるかひろと
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●
ラ
ピ
タ
本
店
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ

ン
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
家

族
で
買
い
物
に
行
き
ま
し
た
。
地
場
野

菜
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
高
岡
町
Ｇ
・
Ｋ
さ
ん
）

●
ラ
ピ
タ
本
店
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー

プ
ン
し
、
色
々
と
お
買
い
得
な
も
の
が

あ
っ
た
り
、
キ
レ
イ
な
店
内
だ
っ
た
り

で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
お
買
い
物
が

楽
し
い
で
す
♪
　 

（
外
園
町
Ｈ
・
Ｎ
さ
ん
）

J
A
…
い
つ
も
ご
来
店
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
３
月
７
日
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
、
通
路
も
広

く
、
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
直
売

コ
ー
ナ
ー
も
拡
大
し
、
地
元
の
野
菜
な

ど
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
広
報
誌
３
月
号
に

あ
り
ま
し
た
、
出
雲

の
安
全
・
安
心
な

「
青
ネ
ギ
」
の
記
事

で
、
栄
養
価
が
高
い

こ
と
を
は
じ
め
て
知

り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
シ
ジ
ミ
の
み
そ

汁
に
青
ネ
ギ
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
て
食
べ
よ

う
と
思
い
ま
す
。

（
武
志
町
Ｕ
・
Ｔ
さ
ん
）

●「
青
ネ
ギ
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
」
が

載
っ
て
い
て
、
ネ
ギ
が
大
好
き
な
の
で

と
て
も
喜
び
ま
し
た
。
何
に
で
も
合
う

食
材
な
の
で
重
宝
で
す
ネ
。

（
湖
陵
町
Ｋ
・
Ａ
さ
ん
）

J
A
…
青
ネ
ギ
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

使
え
て
、
わ
が
家
の
食
卓
で
も
刻
ん
だ

も
の
を
み
そ
汁
に
、
卵
焼
き
に
と
重
宝

し
て
い
ま
す
。
栄
養
も
豊
富
で
、
風
邪

に
は
ネ
ギ
が
効
く
と
い
う
話
も
よ
く
聞

き
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
心
を
こ

め
て
育
て
た
安
全
・
安
心
な
青
ネ
ギ
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
健
康
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

●
健
康
散
歩
の
「
夜
９
時
以
降
に
食
べ

る
コ
ツ
」
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
９
時
ま
で
に
食
べ
終
わ
る

と
い
う
の
が
守
れ
な
く
て
、
つ
い
つ
い

食
べ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
食
べ
方
が
あ
る
の
で
す
ね
。

（
大
社
町
Ｎ
・
Ｎ
さ
ん
）

J
A
…
夜
９
時
ま
で
に
は
食
べ
終
わ
る

の
が
理
想
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い

で
す
よ
ね
。
遅
く
な
る
と
き
で
も
「
食

べ
る
コ
ツ
」
が
あ
る
の
に
は
、
私
も
目

か
ら
鱗
が
落
ち
ま
し
た
。
野
菜
か
ら
食

べ
る
な
ど
、
す
こ
し
意
識
す
れ
ば
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、
参
考
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
小
さ
い
な
が
ら
家
庭
菜
園
を
作
っ
て

楽
し
ん
で
い
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
野

菜
の
育
て
方
の
コ
ツ
を
い
つ
も
参
考
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ズ
ッ
キ
ー

ニ
は
ま
だ
作
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　 

　（
大
社
町
Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
自
分
で
植
え
た
種
が
育
っ
て
い

く
の
は
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
ズ
ッ
キ
ー

ニ
は
日
本
で
は
ま
だ
な
じ
み
が
薄
い
野

菜
で
す
が
、
洋
風
料
理
な
ど
で
近
年
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
も

好
き
で
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
挑
戦
し

て
み
る
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

●
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
は
私
の
家
の
孫

と
比
べ
て
見
て
い
ま
す
。
ど
の
お
子

さ
ん
も
と
て
も
可
愛
く
、
毎
月
楽
し

み
に
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３
月
号
の
お
母
さ
ん
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
ね
！
　
　（
平
田
町
Ｏ
・
Ｔ
さ
ん
）

J
A
…
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆

様
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
い
、
い

つ
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
も
伝
わ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ご
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
３
月
も
あ
と
10
日
で
終
わ
り
。
早
い

も
の
で
す
。
桜
は
ま
だ
先
で
す
ね
。
毎

年
、
息
子
夫
婦
が
孫
た
ち
と
お
弁
当
を

持
っ
て
お
花
見
に
出
か
け
ま
す
。
わ
が

家
は
今
さ
く
ら
ん
ぼ
の
花
が
満
開
で
す
。

毎
年
小
さ
い
で
す
が
た
く
さ
ん
実
を
つ

け
ま
す
。
桜
の
前
に
ち
ょ
っ
と
お
花
見
。

春
は
い
い
で
す
ね
。
畑
の
草
取
り
も
主

人
と
二
人
で
頑
張
り
ま
す
。

（
大
社
町
Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
春
ら
し
い
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
な
お
た
よ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
４
月
号
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
桜
も
見

頃
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
春
と
い
え

ば
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。
私
も

以
前
の
部
署
に
別
れ
を
告
げ
、
今
月
号

よ
り
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこと」

「感動したこと」…ぜひお聞かせください。
写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ち
しています。 （匿名希望の方は明記してください）

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

unity@jaizumo.or.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

ハッピーターン

JAしまね　年金予約定期貯金

年金をお受取りになる前の方へ

●ご契約対象者
満55歳以上65歳未満で、年金受取を当JAで
ご予約いただいた方。

●お預入れ期間
定型方式/1年～5年
期日指定方式/1年～5年未満

●金　利

・結いの恵み（金利上乗せ）と合わせて、
  おひとり600万円が限度額となります。

• ただし当JAで年金をお受取りいただけなかった
  場合は金利の上乗せは行いません。
• 中途解約された場合、解約日時点での普通貯金
  利率を適用します。

くわしくは店頭の商品概要説明書を
ご確認ください。

くわしくはお近くの店舗窓口までお気軽にお問い合わせください。

JAしまね　年金受給者定期貯金

• 自動継続後は原則、各定期貯金の店頭表示
  金利が適用されます。
• 中途解約された場合は当 JA 所定の中途解約
  利率が適用されます。

くわしくは店頭の商品概要説明書を
ご確認ください。

福
ふくじゅ

寿
1,000 店頭表示金利に年0.15％金利上乗せ

店頭表示金利に年0.15％金利上乗せ

スーパー定期貯金
【単利型・複利型】

大切な年金は、
未来の
ゆとりの為に。

ＪＡで年金をお受け取りの方と、その予定の方に
ＪＡバンクからちょっとお得なお知らせです。

●ご契約対象者
当JAに年金の受取口座を指定いただいている方

●お預入れ期間

●金　利

【単利型】1年　【複利型】3年
自動継続扱（元金継続）

お預入れ
金額 1万円以上

・結いの恵み（金利上乗せ）と合わせて、
  おひとり1,000万円が限度額となります。

万円

600
お預入れ
金額 1万円以上

万円
までお預入れができます

までお預入れができます

わい わい UZI UMMOOZI
wai-wai IZUMO
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●
ラ
ピ
タ
本
店
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ

ン
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
早
速
家

族
で
買
い
物
に
行
き
ま
し
た
。
地
場
野

菜
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
高
岡
町
Ｇ
・
Ｋ
さ
ん
）

●
ラ
ピ
タ
本
店
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー

プ
ン
し
、
色
々
と
お
買
い
得
な
も
の
が

あ
っ
た
り
、
キ
レ
イ
な
店
内
だ
っ
た
り

で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。
今
ま
で
以
上

に
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
お
買
い
物
が

楽
し
い
で
す
♪
　 

（
外
園
町
Ｈ
・
Ｎ
さ
ん
）

J
A
…
い
つ
も
ご
来
店
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
３
月
７
日
に
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
オ
ー
プ
ン
し
、
通
路
も
広

く
、
歩
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
直
売

コ
ー
ナ
ー
も
拡
大
し
、
地
元
の
野
菜
な

ど
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ご
期
待
に
そ
え
る
よ
う
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

●
広
報
誌
３
月
号
に

あ
り
ま
し
た
、
出
雲

の
安
全
・
安
心
な

「
青
ネ
ギ
」
の
記
事

で
、
栄
養
価
が
高
い

こ
と
を
は
じ
め
て
知

り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
シ
ジ
ミ
の
み
そ

汁
に
青
ネ
ギ
を
た
っ

ぷ
り
入
れ
て
食
べ
よ

う
と
思
い
ま
す
。

（
武
志
町
Ｕ
・
Ｔ
さ
ん
）

●「
青
ネ
ギ
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
」
が

載
っ
て
い
て
、
ネ
ギ
が
大
好
き
な
の
で

と
て
も
喜
び
ま
し
た
。
何
に
で
も
合
う

食
材
な
の
で
重
宝
で
す
ネ
。

（
湖
陵
町
Ｋ
・
Ａ
さ
ん
）

J
A
…
青
ネ
ギ
は
い
ろ
い
ろ
な
料
理
に

使
え
て
、
わ
が
家
の
食
卓
で
も
刻
ん
だ

も
の
を
み
そ
汁
に
、
卵
焼
き
に
と
重
宝

し
て
い
ま
す
。
栄
養
も
豊
富
で
、
風
邪

に
は
ネ
ギ
が
効
く
と
い
う
話
も
よ
く
聞

き
ま
す
。
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
心
を
こ

め
て
育
て
た
安
全
・
安
心
な
青
ネ
ギ
。

た
く
さ
ん
食
べ
て
健
康
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

●
健
康
散
歩
の
「
夜
９
時
以
降
に
食
べ

る
コ
ツ
」
は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
９
時
ま
で
に
食
べ
終
わ
る

と
い
う
の
が
守
れ
な
く
て
、
つ
い
つ
い

食
べ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
食
べ
方
が
あ
る
の
で
す
ね
。

（
大
社
町
Ｎ
・
Ｎ
さ
ん
）

J
A
…
夜
９
時
ま
で
に
は
食
べ
終
わ
る

の
が
理
想
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い

で
す
よ
ね
。
遅
く
な
る
と
き
で
も
「
食

べ
る
コ
ツ
」
が
あ
る
の
に
は
、
私
も
目

か
ら
鱗
が
落
ち
ま
し
た
。
野
菜
か
ら
食

べ
る
な
ど
、
す
こ
し
意
識
す
れ
ば
で
き

る
こ
と
も
あ
り
、
参
考
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
小
さ
い
な
が
ら
家
庭
菜
園
を
作
っ
て

楽
し
ん
で
い
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
野

菜
の
育
て
方
の
コ
ツ
を
い
つ
も
参
考
に

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ズ
ッ
キ
ー

ニ
は
ま
だ
作
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
年
は
挑
戦
し
て
み
よ
う
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　 

　（
大
社
町
Ｔ
・
Ｍ
さ
ん
）

J
A
…
自
分
で
植
え
た
種
が
育
っ
て
い

く
の
は
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
ズ
ッ
キ
ー

ニ
は
日
本
で
は
ま
だ
な
じ
み
が
薄
い
野

菜
で
す
が
、
洋
風
料
理
な
ど
で
近
年
人

気
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私
も

好
き
で
よ
く
食
べ
て
い
ま
す
。
挑
戦
し

て
み
る
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

●
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
は
私
の
家
の
孫

と
比
べ
て
見
て
い
ま
す
。
ど
の
お
子

さ
ん
も
と
て
も
可
愛
く
、
毎
月
楽
し

み
に
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３
月
号
の
お
母
さ
ん
。
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
ね
！
　
　（
平
田
町
Ｏ
・
Ｔ
さ
ん
）

J
A
…
取
材
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
皆

様
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
い
、
い

つ
も
幸
せ
な
気
持
ち
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
読
者
の
皆
様
に
も
伝
わ
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ご
紹
介
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
３
月
も
あ
と
10
日
で
終
わ
り
。
早
い

も
の
で
す
。
桜
は
ま
だ
先
で
す
ね
。
毎

年
、
息
子
夫
婦
が
孫
た
ち
と
お
弁
当
を

持
っ
て
お
花
見
に
出
か
け
ま
す
。
わ
が

家
は
今
さ
く
ら
ん
ぼ
の
花
が
満
開
で
す
。

毎
年
小
さ
い
で
す
が
た
く
さ
ん
実
を
つ

け
ま
す
。
桜
の
前
に
ち
ょ
っ
と
お
花
見
。

春
は
い
い
で
す
ね
。
畑
の
草
取
り
も
主

人
と
二
人
で
頑
張
り
ま
す
。

（
大
社
町
Ｋ
・
Ｋ
さ
ん
）

J
A
…
春
ら
し
い
光
景
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
な
お
た
よ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
４
月
号
が
皆

様
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
桜
も
見

頃
だ
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
春
と
い
え

ば
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す
。
私
も

以
前
の
部
署
に
別
れ
を
告
げ
、
今
月
号

よ
り
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
誌
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこと」

「感動したこと」…ぜひお聞かせください。
写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ち
しています。 （匿名希望の方は明記してください）

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

unity@jaizumo.or.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

ハッピーターン

JAしまね　年金予約定期貯金

年金をお受取りになる前の方へ

●ご契約対象者
満55歳以上65歳未満で、年金受取を当JAで
ご予約いただいた方。

●お預入れ期間
定型方式/1年～5年
期日指定方式/1年～5年未満

●金　利

・結いの恵み（金利上乗せ）と合わせて、
  おひとり600万円が限度額となります。

• ただし当JAで年金をお受取りいただけなかった
  場合は金利の上乗せは行いません。
• 中途解約された場合、解約日時点での普通貯金
  利率を適用します。

くわしくは店頭の商品概要説明書を
ご確認ください。

くわしくはお近くの店舗窓口までお気軽にお問い合わせください。

JAしまね　年金受給者定期貯金

• 自動継続後は原則、各定期貯金の店頭表示
  金利が適用されます。
• 中途解約された場合は当 JA 所定の中途解約
  利率が適用されます。

くわしくは店頭の商品概要説明書を
ご確認ください。

福
ふくじゅ

寿
1,000 店頭表示金利に年0.15％金利上乗せ

店頭表示金利に年0.15％金利上乗せ

スーパー定期貯金
【単利型・複利型】

大切な年金は、
未来の
ゆとりの為に。

ＪＡで年金をお受け取りの方と、その予定の方に
ＪＡバンクからちょっとお得なお知らせです。

●ご契約対象者
当JAに年金の受取口座を指定いただいている方

●お預入れ期間

●金　利

【単利型】1年　【複利型】3年
自動継続扱（元金継続）

お預入れ
金額 1万円以上

・結いの恵み（金利上乗せ）と合わせて、
  おひとり1,000万円が限度額となります。

万円

600
お預入れ
金額 1万円以上

万円
までお預入れができます

までお預入れができます

わい わい UZI UMMOOZI
wai-wai IZUMO

IZUMO Information
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乳がん・肺がん検診を受けましょう

ＪＡの健診・人間ドックをご利用の皆さま

●申込方法／ハガキの裏面に①検診名（『乳がん検診』または『肺がん検診』）②第１希望・第２希望日（上記一覧表
から選んでください）③郵便番号④住所⑤氏名（フリガナ）⑥性別⑦生年月日⑧電話番号を記入し、 

　　　　　　〒693-8530（住所不要）健康増進課「がん検診」係まで 申し込んでください。
●申込期限／５月１９日（金）必着　※決定通知は５月末ごろお送りします。
　　　　　　※上記検診を両方申し込む事もできます。その際は、別々のハガキでお申し込みください。
●おたずね／出雲市 健康増進課 成人保健係（☎21-6６５１）

昨年に引き続きJA窓口では乳がん検診・肺がん検診の申込受付を行いません。
必ず上記のとおり出雲市健康増進課までお申込いただきますようお願いいたします。

組合員の皆さまには大変お手数をおかけいたしますが、なにとぞよろしくお願いいたします。

受診には予約が必要です。各日の受診人数に限りがありますのでお早めにご予約ください。

J Aしま ね 出 雲 地 区 本 部 　 ふ れ あ い 福 祉 課

※　緑色  の会場はＪＡ健診、
　もしくは巡回人間ドックと
　同会場で実施されます。

出雲地区本部理事会報告

●対象者／出雲市に住所のある４0歳以上の方
　　　　　（昭和5３年4月1日以前生まれの方）
●個人負担金／40～49歳…1,230円　50～69歳…920円
　・７０歳以上の方、生活保護世帯・住民税非課税世帯の方、

無料クーポン対象の方（昭和5１年4月2日～昭和5２年4月
1日生）は無料です。

●定　員／各日：午前２５名、午後２０名
　・H2８年度に乳がん検診を受診し、その結果が異常なしだっ

た方は、H2９年度は受診対象となりませんのでご注意く
ださい。

　・授乳中の方、ペースメーカーを装着している方、豊胸手
術をしている方、VPシャント術を受けている方はこの検
査を受診することができません。

●実施日時・会場一覧表

乳がん（マンモグラフィ）検診

日 時 会 場 日 時 会 場

●対象者／出雲市に住所のある５0歳以上の方
　　　　　（昭和4３年4月1日以前生まれの方）
●個人負担金／ 2,050円
　・７０歳以上の方、生活保護世帯・住民税非課税世帯の方

は無料です。
●定　員／各日：午前３０名、午後３０名
　・妊娠中の方、ペースメーカーをつけている方は検査を受

けることができません。また、胃・大腸のバリウム検査を
５日以内に受けた方は検査できません。

　・検診前の、食事・薬等の制限はありません。
●実施日時・会場一覧表

肺がん（ヘリカルＣＴ）検診

6月  ９日
６月１５日
７月  ４日
７月１３日
７月１８日
８月  ３日
８月２２日
８月２３日
９月  ７日
９月１２日

大津コミュニティセンター
神門コミュニティセンター
スサノオホール（佐田）
ＪＡ平田中央支店
四絡コミュニティセンター
鳶巣コミュニティセンター
ＪＡ出雲地区本部
ＪＡ出雲地区本部
塩冶コミュニティセンター
燦プラザたいしゃ

  ９月２８日
１０月１６日
１０月２６日
１１月１５日
１１月３０日
１２月  ６日
１２月１５日
  １月１０日
  １月２３日
  ２月１３日

長浜コミュニティセンター
燦プラザたいしゃ
ＪＡ出雲地区本部
ＪＡ平田中央支店
湖陵コミュニティセンター
多伎コミュニティセンター
まめなが一番館
燦プラザたいしゃ
まめなが一番館
今市コミュニティセンター

日 時 会 場 日 時 会 場

６月１３日
７月  ４日
７月  ７日

７月２１日

７月２５日
８月１８日
８月２５日
９月  ３日
９月１３日
９月１５日
９月２８日
９月２９日

今市コミュニティセンター
スサノオホール（佐田）
ひらたショッピングセンターVIVA
鳶巣コミュニティセンター
神門コミュニティセンター
湖陵コミュニティセンター
四絡コミュニティセンター
ＪＡ出雲地区本部
ひらた子育て支援センター
燦プラザたいしゃ
須佐コミュニティセンター
長浜コミュニティセンター
燦プラザたいしゃ

１０月  ２日

１０月１９日

１０月３１日

１１月  ８日

１１月  ９日

１１月１０日

１１月１６日

１１月３０日

１２月  ８日

１２月１１日

  １月１０日

  １月２８日

多伎コミュニティセンター

塩冶コミュニティセンター

まめなが一番館

燦プラザたいしゃ

湖陵コミュニティセンター

まめなが一番館

ＪＡ平田中央支店

まめなが一番館

まめなが一番館

まめなが一番館

まめなが一番館

出雲市役所

支店窓口職員（定期職員）

採用予定者数 若干名

勤 務 時 間 ８：３０～１７：００
 （第３金曜日19:00、第３土曜日 出勤日）

勤　務　地 出雲地区本部管内の支店

給　　　与 １３０，０００円より（経験等考慮）

資　　　格 概ね４０歳までの男・女

職 種

問い合わせ先　  ℡（0853）21-6012   採用担当　矢倉、清水

ＪＡで一緒に働きませんか？ＪＡで一緒に働きませんか？

〈協議事項〉
（１）大口貸出金の承認について
（２）平成29年度主な固定資産の取得計画について
（３）島根中酪の組織再編に係わる酪農指導業務移

管について
平成29年４月の島根中酪の組織再編にともない、
酪農指導業務がＪＡしまねに移管されます。

（４）平成29年度販売（地域品目）・購買手数料につ
いて

（５）葬祭事業未収金の員外対応について
（６）平成29年度事業方針・総合収支計画について

組合員および利用者の皆様に必要とされるＪＡを目
指し、平成29年度事業計画をもとに各事業運営
を行います。

（７）定例外勤日の一部見直しについて
（８）役職員出資要項の改正について
（９）正組合員加入促進運動の実施について
ＪＡの基盤である正組合員の加入促進運動をＪＡし
まね全体として取り組みます。

３月２２日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

〈報告事項〉
（１）ＪＡしまね農業振興支援事業「地域農業振興対

策支援事業」について
（２）新葬祭会館について

渡橋町110番地（旧ふれあいの家）の新葬祭会
館の名称について「メモリアやすらぎ」に決定しま
した。

（３）平成29年2月末事業実績について
（４）冬期座談会の質問・意見・要望について
（５）冬期座談会のアンケート結果について

各地区で頂戴しましたご意見やアンケート結果に
ついては、今後のＪＡ運営の参考にさせていただ
きます。

（６）平成29年度年間変形労働時間制について
（７）外部出資にかかる資産査定について
　　　

IZUMO InformationIZUMO Information

がん検診車
が来ます！
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乳がん・肺がん検診を受けましょう

ＪＡの健診・人間ドックをご利用の皆さま

●申込方法／ハガキの裏面に①検診名（『乳がん検診』または『肺がん検診』）②第１希望・第２希望日（上記一覧表
から選んでください）③郵便番号④住所⑤氏名（フリガナ）⑥性別⑦生年月日⑧電話番号を記入し、 

　　　　　　〒693-8530（住所不要）健康増進課「がん検診」係まで 申し込んでください。
●申込期限／５月１９日（金）必着　※決定通知は５月末ごろお送りします。
　　　　　　※上記検診を両方申し込む事もできます。その際は、別々のハガキでお申し込みください。
●おたずね／出雲市 健康増進課 成人保健係（☎21-6６５１）

昨年に引き続きJA窓口では乳がん検診・肺がん検診の申込受付を行いません。
必ず上記のとおり出雲市健康増進課までお申込いただきますようお願いいたします。

組合員の皆さまには大変お手数をおかけいたしますが、なにとぞよろしくお願いいたします。

受診には予約が必要です。各日の受診人数に限りがありますのでお早めにご予約ください。

J Aしま ね 出 雲 地 区 本 部 　 ふ れ あ い 福 祉 課

※　緑色  の会場はＪＡ健診、
　もしくは巡回人間ドックと
　同会場で実施されます。

出雲地区本部理事会報告

●対象者／出雲市に住所のある４0歳以上の方
　　　　　（昭和5３年4月1日以前生まれの方）
●個人負担金／40～49歳…1,230円　50～69歳…920円
　・７０歳以上の方、生活保護世帯・住民税非課税世帯の方、

無料クーポン対象の方（昭和5１年4月2日～昭和5２年4月
1日生）は無料です。

●定　員／各日：午前２５名、午後２０名
　・H2８年度に乳がん検診を受診し、その結果が異常なしだっ

た方は、H2９年度は受診対象となりませんのでご注意く
ださい。

　・授乳中の方、ペースメーカーを装着している方、豊胸手
術をしている方、VPシャント術を受けている方はこの検
査を受診することができません。

●実施日時・会場一覧表

乳がん（マンモグラフィ）検診

日 時 会 場 日 時 会 場

●対象者／出雲市に住所のある５0歳以上の方
　　　　　（昭和4３年4月1日以前生まれの方）
●個人負担金／ 2,050円
　・７０歳以上の方、生活保護世帯・住民税非課税世帯の方

は無料です。
●定　員／各日：午前３０名、午後３０名
　・妊娠中の方、ペースメーカーをつけている方は検査を受

けることができません。また、胃・大腸のバリウム検査を
５日以内に受けた方は検査できません。

　・検診前の、食事・薬等の制限はありません。
●実施日時・会場一覧表

肺がん（ヘリカルＣＴ）検診

6月  ９日
６月１５日
７月  ４日
７月１３日
７月１８日
８月  ３日
８月２２日
８月２３日
９月  ７日
９月１２日

大津コミュニティセンター
神門コミュニティセンター
スサノオホール（佐田）
ＪＡ平田中央支店
四絡コミュニティセンター
鳶巣コミュニティセンター
ＪＡ出雲地区本部
ＪＡ出雲地区本部
塩冶コミュニティセンター
燦プラザたいしゃ

  ９月２８日
１０月１６日
１０月２６日
１１月１５日
１１月３０日
１２月  ６日
１２月１５日
  １月１０日
  １月２３日
  ２月１３日

長浜コミュニティセンター
燦プラザたいしゃ
ＪＡ出雲地区本部
ＪＡ平田中央支店
湖陵コミュニティセンター
多伎コミュニティセンター
まめなが一番館
燦プラザたいしゃ
まめなが一番館
今市コミュニティセンター

日 時 会 場 日 時 会 場

６月１３日
７月  ４日
７月  ７日

７月２１日

７月２５日
８月１８日
８月２５日
９月  ３日
９月１３日
９月１５日
９月２８日
９月２９日

今市コミュニティセンター
スサノオホール（佐田）
ひらたショッピングセンターVIVA
鳶巣コミュニティセンター
神門コミュニティセンター
湖陵コミュニティセンター
四絡コミュニティセンター
ＪＡ出雲地区本部
ひらた子育て支援センター
燦プラザたいしゃ
須佐コミュニティセンター
長浜コミュニティセンター
燦プラザたいしゃ

１０月  ２日

１０月１９日

１０月３１日

１１月  ８日

１１月  ９日

１１月１０日

１１月１６日

１１月３０日

１２月  ８日

１２月１１日

  １月１０日

  １月２８日

多伎コミュニティセンター

塩冶コミュニティセンター

まめなが一番館

燦プラザたいしゃ

湖陵コミュニティセンター

まめなが一番館

ＪＡ平田中央支店

まめなが一番館

まめなが一番館

まめなが一番館

まめなが一番館

出雲市役所

支店窓口職員（定期職員）

採用予定者数 若干名

勤 務 時 間 ８：３０～１７：００
 （第３金曜日19:00、第３土曜日 出勤日）

勤　務　地 出雲地区本部管内の支店

給　　　与 １３０，０００円より（経験等考慮）

資　　　格 概ね４０歳までの男・女

職 種

問い合わせ先　  ℡（0853）21-6012   採用担当　矢倉、清水

ＪＡで一緒に働きませんか？ＪＡで一緒に働きませんか？

〈協議事項〉
（１）大口貸出金の承認について
（２）平成29年度主な固定資産の取得計画について
（３）島根中酪の組織再編に係わる酪農指導業務移

管について
平成29年４月の島根中酪の組織再編にともない、
酪農指導業務がＪＡしまねに移管されます。

（４）平成29年度販売（地域品目）・購買手数料につ
いて

（５）葬祭事業未収金の員外対応について
（６）平成29年度事業方針・総合収支計画について

組合員および利用者の皆様に必要とされるＪＡを目
指し、平成29年度事業計画をもとに各事業運営
を行います。

（７）定例外勤日の一部見直しについて
（８）役職員出資要項の改正について
（９）正組合員加入促進運動の実施について
ＪＡの基盤である正組合員の加入促進運動をＪＡし
まね全体として取り組みます。

３月２２日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

〈報告事項〉
（１）ＪＡしまね農業振興支援事業「地域農業振興対

策支援事業」について
（２）新葬祭会館について

渡橋町110番地（旧ふれあいの家）の新葬祭会
館の名称について「メモリアやすらぎ」に決定しま
した。

（３）平成29年2月末事業実績について
（４）冬期座談会の質問・意見・要望について
（５）冬期座談会のアンケート結果について

各地区で頂戴しましたご意見やアンケート結果に
ついては、今後のＪＡ運営の参考にさせていただ
きます。

（６）平成29年度年間変形労働時間制について
（７）外部出資にかかる資産査定について
　　　

IZUMO InformationIZUMO Information

がん検診車
が来ます！
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　  LAPITA BEER GARDEN

ビ

デ
ン

タ
ピ
ラ

男　性 3,300円
女　性 2,800円

中学生
から

20歳未満2,000円
小学生1,500円

500円幼 児
（3歳～6歳）

通常料金
うれしい低価格！！

ラピタ本店屋上会 場

営業時間／PM5:30～PM9:00まで

▶144/ 309/
営 業 期 間

毎日営業致します!!

アフター730券

2,000円
7：30
TICKET

当日券

AFTER 730 TICKET

4/16 ～9/28
PM7:30～PM9：00

日～木のみご利用できます。
（祝日の前日は除きます。）
※当日券のみの販売となります。

新 企 画

開催日4/28 ・5/26 ・6/30
7/28 ・8/25 ・9/29

PM3:30～PM5:00までに入場された方は、

※予約状況によっては延長料金1,000円（成人のみ、未成年は延長料金無料）で
時間無制限に変更できます。※他のキャンペーンとは併用できません。

ご予約承ります

1,500円入場料
お一人様

時間制限あり
（入場より2時間）

2,000円
入場券抽選会

2,000YEN TICKET
各日25名様にプレゼント!!

毎週、金・土・祝日限定
(アフター730対象日以外)

※表示価格は全て税込となります。※満席時、雨天の場合は入場を制限させていただく場合がございます。※風雨をともなう悪天候等により中止する場合がございます。
※20歳未満のお客様の飲酒はお断り致します。※飲酒後のお車の運転はご遠慮願います。又、飲酒運転の車両に同乗する事も法律で禁止されています。※20歳未満の方は保護者または監督者同伴にてご入場ください。
※表示価格は全て税込となります。※満席時、雨天の場合は入場を制限させていただく場合がございます。※風雨をともなう悪天候等により中止する場合がございます。
※20歳未満のお客様の飲酒はお断り致します。※飲酒後のお車の運転はご遠慮願います。又、飲酒運転の車両に同乗する事も法律で禁止されています。※20歳未満の方は保護者または監督者同伴にてご入場ください。

ご予約・お問合せフロント

TEL ：0853-21-6063
（お問合せ時間 AM9:30～PM8:00)

4/15 ～9/30 要予約

焼肉付

+1,500円で
通常
料金

貸切個室がご利用いただけます！

利用料
お一人様

15名様から最大26名様まで
※キャンセルの際はキャンセル料が発生します。詳しくはお電話にてお問い合わせ下さい。

割引券
ラピタ本店1Fサービスカウンター及び
3Fブライダル事務所 ※割引券について…返品・換金は出来ませんので予めご了承ください。

9月30日 までご利用いただけます

ご予約承ります
※満席時はお断りする場合がございます。
　お早めにお申し込み下さい。
※雨天時は屋根付ビアガーデン（約200名収容）をご利用ください。

以上
5名様

3,100円5月31日 まで

期間限定販売 男性 女性

2,600円 「メモリアの会」出雲地区
JA支店にて入会受付中 （0853）23-3331

メモリアやすらぎ

24時間365日対応  いつでもお電話ください。

JAしまね出雲葬祭センターＪＡしまね出雲葬祭定期積金

出 雲 地 区 本 部 ５ 番 目 の 葬 祭 会 館 が オ ー プ ン

祭壇料10％
割引等会員特典
  ございます。

会葬者約60名まで
　　　対応できる会館 184

ラピタ
本店

コンビニ

出雲市役所今市西
交差点

JAしまね
出雲地区本部

メモリア
やすらぎ

ご
遺
体
の
お
迎
え

事
前
相
談

ご
葬
儀
の
ご
依
頼
、

生
花
、盛
籠
の
ご
注
文
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